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小野政美（愛知県元教員）

この夏 8 月 9 月、日本の侵略戦争・植民地支配の で、「第 16 回歴史認識と東アジアの平和フォーラム」

地であった韓国・アイヌモシリ（北海道）・中国の

旅に出た。中国・南京市で開かれた「第 16 回歴史

認識と東アジアの平和フォーラム」を中心に報告し、

アジアの労働者・市民の連帯による歴史認識共有

こそが東アジアの平和を作ることになることを提

したい。

ヽ令

ンダ と歴史認識の共有、日 同の 代表団は、侵略の歴史を薄め、

「共通教科書」作りの 16

2001 年、「日本会議と繋がる歴史修正主義組織

「新しい歴史教科書をつくる会」が編纂した侵略戦

と植民地支配日本軍「慰安婦」制度・南京大虐

殺を肯定する「扶桑社」中学歴史教科書が、文部科

支配を美化し

たこの歴史教

科書の検定合

格に対して、

中国・韓国な

どアジアに

々の人は日

本政府・文部科学省に抗議した。中国、日本、韓国

の研究者らで、 2002 年に南京市で第 1 回「歴史認

と東アジアの平和フォーラム」を開いた。フォー

ラムでは、東アジアの共通の歴史教科J}の共

を開始し、子どもたちに東アジア共通の歴史認識を

日指して東アジアの近現代史を教えようと中日

同編纂することを決め、 3 年間の

共同研究により共同編纂の『東アジア 3 国の近現代

ょが 2005 年に出版され、 3 カ国で 30 万部以上発

行。 2013 年 2 月には、『新しい東アジアの近現代史』

を発表した。 2002 年以降も「歴史認識と東アジア

の平和フォーラム」は、毎年、中国韓国日本で毎年

相互開催され、今回、第 1 回開催地の中国・南京市

が開かれた。会場は、現在はホテルになっている南

京軍事法廷（戦犯裁判）の開催場所で行われた。南

京軍事法廷は、南京大虐殺の •谷寿夫や 100

人斬りの軍人 2 名の死刑が決まった法廷である。中

日韓の専門家・学者、平和・友好関係者約 110 名が

参加し、王健朗（中国社会科学院近代史研究所所長）、

（南京大虐殺記念館館長）が開会挨拶。中国

を否定する

といった教科書におけるごまかしは、日本と隣国の

相互信頼再構築に暗い影を落とすだろう。歪んだ歴

により、日本の若者は歴史問題を正確に認識

できなくなる。さらに民間友好の妨げになり、

間関係の基盤を揺るがす。日本政府が国内外の正義

の呼び声に真剣に耳を傾け、日

歴史を正確に認識し深く反省し、中国などのアジア

の国民感情をしつかり

と語られた。中国からは 38 名が参加。

紀念館関係者、南京大学関係者、社会科学院関係者、

南京師範大学弓長連紅教授な

どで、「正確な歴史認識は東アジアの平和を実現す

る前提なり」など 7 本。「中学・高校における平和

教育」報告は、自由な発想による中国の学校現場で

の授業実践報告で驚い

は 30 名が参加。「東アジア歴史和解のための

20 世紀の戦争歴史記憶と平和教育」［韓国ろうそく

と政権交代の核／ミサイルの葛藤に及ぶ影響」

〗歴史記録物としての日本軍慰安婦被害者の声」

（ユネスコ遺産登録「慰安婦」関連記憶物の登録の

経験）など報告 7 本。日本からの報告は、t核問題

をめぐる東アジアの緊張と平和への展望」「沖縄戦

と米軍基地をめぐる歴史の記憶，「日韓合意後の日

本における「慰安婦」問題の活動」「日本の歴史教

育の状況と私たちが目指すもの」など。日本は、「

京大虐殺」の事実について、日本の教科書は近年記

述を減らしており、完全に削除している教科書もあ
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たしかにこれはショックだったと思う。そして戦

争体験を語るということがそんなに簡単ではない

と考えさせられてしまう思いでした。しかしこの

校生たちの発言の真意は別にあったのです。著者が

この高校生たちに発言について尋ねると、彼らはこ

う答えました。「戦争はいけない、平和は大切だ。

こんなこと誰だって分かってる。分かりきったこと

を言い合って、分かりきった結論に達する。これっ

てWHY? を許さない学校の平和学習と同じじゃ

ん」。「俺たちはその先へ進みたいんだ。そのために

自主的にここに集まったのだ」。

なんとそこまで考えていたのか。すごい先進的な

高校生たちだなと思わず感心してしまうのですが、

しかし」＾方で「平和教育」「戦争体験を語る」とい

うことについては考えさせられてしまうものがあ

ります。さらに平和学習について元教員との話はさ

らにキツイ内容のものでした。元教員と高校生たち

との討論で出てきた言葉は「平和学習？興味ないね」

というものでした。

こ

悲惨な戦争を体験した方たちは絶対に戦争を

り返してはいけないという思いで、それこそ本当は

思い出したくもないような悲惨で悲しい体験を胸

をえぐられるよう気持ちで子ども達や若者に伝え

ようとしている。しかし実際のところ思いは伝わら

ない。この本で紹介されている高校生たちの発言は、

唯一伝わった若者たちだからこそ、このような形で

現れたのであり、一方で伝わらない理由を導き出し

ているのだと思いました。

平和のために

特に「平和学習」は退屈なものに感じられてしま

うようです。戦争の悲惨な体験を聞き、受け継ぐこ

とは大事です。しかし同じことを何回も繰り返され

たら逆に平和というものが分からなくなるのでは

ないだろうか？「俺たちはその先へ進みたいんだ。」

という言業には再び戦争の時代がくるのではない

かという危機感と、平和を守りたいという強い思い

がこめられているがゆえに出てきた言葉でした。

「戦争体験」「平和教育」への疑問

戦争体験のお話や平和教育の内容はどうしても

「日本側の」の話が中心になりがちです。近年

は加害の内容についても語られることも多くなり

ましたが共通しているのは「戦争は悲惨だ」「だか

ら平和が大事だ」という結論。

しかしこの若者たちはそれで

しとしない。私もそう思い

ます。

「平和学習はマインドコン

トロールみたいに“平和は大

事だ。戦争はいけないことだ”

と繰り返す。正直、もう“いいかげん分かったよ”

となる。大切なのはどうして学ばなければいけない

のかということ。せいぜい“昔は大変だったんだな”

で終わってしまう。じゃあ今はどうなんだ、これか

らどうするべきなかという考えにはいかない。」こ

の発言にすべてが集約されているように思います。

「今」への疑問と平和教育を受けたらそれで終わり

なのか、何もしなくても知識を知っていれば平和は

守れるのか？という疑問ではないのかなと私など

は思ってしまいます。

平和を語り、話し合う

今年は戦後 72 年であり、戦争体験者は高齢にな

り本当に少数になりました。戦争を体験していない

者が次の世代に悲惨な戦争と平和の大事さを語り

継がなければならない時代になろうとしています。

私もいつか語らなければならないときが来ると思

います。そのとき「被害」「加害」だけではなく、

「なぜ？」「どうして？」「どうするべきか？」をつ

ねに問いかけ、共に考え、決して最初から決まった

答えのある“語り”ではあってはならないと思いま

す。私たちが新しい戦争体験者にならないために、

この本にはそのヒントが多く書かれている。ぜひ多

くの人に読んでもらいたい l 冊です。

参考に

第 1 章

第 2

第 3 章

第 4 章

第 5

第 6

のもくじ

こうして平和が嫌いになった

「いのちの仕事」とは一元ひめゆり学徒

隊員たちとの出会い

ジェノサイドの現場に立って

若者たちが考える「犬死に」一言葉の

おきかえは優しさといえるか

平和を鍛える一戦争の記憶は継承できる

戦争体験を学ぶ「楽しみ」

この本は、 2 0 0 6 年に一度刊行された内容に、

当時の若者たちの 1 0 年後の活動や考えを付記し、

新たに 2015 年に文庫化して出版されている。

（岩波現代文庫 2015 年 5 月 16 日 860 円＋税）

松本朗
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